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[ サ イ

ドバー

は、テ

キスト

の重要

なポイ

ントを

強調し

たり、

スケジ

ュール

などの

情報を

追加し

て簡単

に参照

できる

ように

したり

するの

に便利

です。 

これら

は 通

常、ペ

ージの

左側、

右側、

上部、

または

下部に

配置さ

れます

が、ド

ラッグ

して好

きな位

置に簡

単に動

かせま

す。 

内容を

追加す

る準備

ができ

１）マスター外仕様入力画面で数量入力規格①において、「Ａ×mm-ｍ」・「Ａ×mm-個」・「φ×mm-ｍ」・「mm-㎡」のどれかを指示した

場合、「施工単価を単価マスターから引用」ボタン② が、使用可能となります。 

２）「施工単価を単価マスターから引用」ボタンをクリックすると単価マスターが表示されます。 

※ここで表示される単価表のタイトル一覧表は、１)で選択の数量入力規格と同一仕様のものすべてが表示されます。 

 

  



３）これらの単価表のどれかを引用したい場合は、「単価表マスターを指示しない」のチェックを外し①→希望の単価表の仕様行をクリック②

→標準単価の掛け率③を調整(初期値は基礎属性の掛け率)→「現表示記録」をクリック④→「戻る」をクリック⑤して下さい。 

４） ３の⑤で戻ると、以下の画面となりますので、「記録」をクリック①すると②が表示されます。 

 

 


